
オープン化と分散システム化に対応した超高遠,
高性 のスーパーコンピュータS-3000シリーズ

世界長高遠レベルのスーパーコンピュータS-3000シリーズと開発を担当したスタッ7｡左から情報システム事業部CAEシステム部の

阿部秀達主任技瓶ソフトウエア開発本部第20S設計詐の井村争｢主任技駄汎用コンピュータ事業部RIS聯村山浩主任技師｡

スーパーコンピュータの導入は今

や,官庁や大学の研究機開だけでなく,

商品開発の短縮や開発コスト削減を目

的に,広く民間企業にも拡大してきた｡

適用分野の拡がりとともに,企業情報

ネットワークシステムに融合できるオ

ープンシステムや分散システムヘの対

応の要求も高まっている｡

日立製作所では,トータルシステム

コンセプト"FOREFRONT●'のもと,

オープン化と分散システム化に対応し

た使いやすく最適な情報処理環境の実

現を目指してきたが,その一環として,

世界最高速レベルのスーパーコンビュ

ータ｢S-3000シリーズ+を開発した｡

その特徴を情報システム事業部CAE

システム部阿部秀達主任技師,汎用コ

ンピュータ事業部RISC開発部村山浩

主任技師,ソフトウェア開発本部第20S

設計部井村淳一主任技師に聞いた｡

世界長高速レベルのベクトル演算性能

-S-3000シリーズの特性は｡

｢最新のハードウェア技術を採用し

て,世界最高速レベルのベクトル演算

性能を実現しました｡また,システム

全体の処理性能の向上,使い易さの向

上を実現するために大容量の記憶装置

を開発しました｡このことによって,

これまでスーパーコンピュータを用い

ても解けなかった計算や,解けても長い

時間を必要とする計算が,速く大量に処

羊里できるようになりました｡たとえば今

まで以上に複雑な変形シミュレーショ

ン結果が,今までの十分の一程度の時

間で得られるなど,製品の開発テンポ

を飛躍的に早めることが可能です｡+

〝ユーザーの視点に立った高付加機

能には,どのようなものがあるか｡

｢計算結果をわかりやすく見せるた

めの動画像出力機構があります｡スー

パーコンピュータが計算した膨大な計

算結果をいかに見やすく画像処理,図

形処理できるかで設計開発の速さも変

わってきます｡動画が人間の目にスム

ーズに見えるためには,1枚100万バイト

の情報量を持つ画面を,1秒間に30枚送

れる高速データ出力機構が必要ですが,

動画像出力機構の開発により,高精細

な動画像をカラーモニタやVTRに

直接出力できるようになりました｡+

従来のシステムを継承しつつ

オープン化に対応

-"FOREFRONT”の思想はどのよ

うに反映されているか｡

｢特に,関連ソフトウェアの強化と

なって現れています｡S-3000シリーズ

では,HトOSF/1*一MJシステムと,

VOS3/ASシステムの2つのシステム

を提供しており,システムの利用形態

に応じた選択が可能です｡また,両シ

ステムを共存させて運用することも可

能です｡HトOSF/1-MJシステムは,

オープンシステムというコンセプトで

広く世界中のユーザーに使われている

方式を採り入れています｡このことに

よりユーザーは,ワークステーション

か,スーパーコンピュータかというこ

とを意識することなく,解析したいモ

デルを,自由に手元で操作できる分散

環境という大きなメリットを手にしま

した｡また,従来型のVOS3/ASと併用

することにより,これまで開発してき

たユーザーのソフトウエアの蓄積を継

承しつつ,ワールドワイドな環境から

スーパーコンピュータを容易に利用で

きるようになるなど,新たな情報処理

環境の実現が可能となっています｡+

*OSF/1は,Open Software Foundation,

Inc.の商標である｡
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動画像出力機構による蒸気タービン段落内流れ(写真左)と,台風の三次元画像(写真右･気象庁提供)｡観流体.気象などの現象

が高橋細画像で可視化され定量的な衝貝りを可能にする｡



マルチメディア時代の新しい映像システム
マルチスクリーン
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東京都庁第｢本庁舎l階の自治展示ホールに設置されたマルチスクリーンシステム｡背面投写型ディスプレイ技術によって･明るい場所でも鮮明な画質を実現した0

[人物は左から情報映像メディア事業部央像システム部の新鼎封朝市と,同映像システム設計部の船川克夫部長]

東京都庁の第一本庁舎1階の自治展

示ホールに据えられた,縦2.1m横4.7m

の巨大なスクリーンが人目を引いてい

る｡47型高精細投写型ディスプレイを

15面使ったマルチスクリーンシステムで

ある｡200万画素以上の映像を表示する

ディスプレイはこれまでになく明るく

鮮明だ｡しかもコンピュータ対応で,

その用途は多様で幅広い｡マルチメディ

ア時代の新しい映像システムについて,

情報映像メディア事業部映像システム

設計部の船川克夫部長と,同映像システ

ム部の新見博英主任技師に話を聞いた｡

あらゆる映像メディアに対応

-マルチスクリーンの反響は｡

｢明るい室内でも,鮮明に映像が見ら

れるという声を多数いただいています｡

マルチスクリーンの一番の問題はス

クリーンとスクリーンの継目です｡デ

ィスプレイは温度と湿度の変化で,伸

びたり縮んだりする｡つまり呼吸する

生き物なんです｡そのため普通は,8

mmぐらいの継目が必要です｡それを

2mm以下に狭めました｡それに一つ

一つのディスプレイはどうしても画面

の周辺部分が暗くなります｡マルチス

クリーンには輝度むら補正回路を組み

込んであり,画面全体を均一な明るさ

にしています｡+

一どんなところで使われているか｡

｢東京都庁では自治展示ホールのほ

か,9階の防災センターにも設置され

ています｡また地下鉄やガス会社の中

央指令室などで,監視業務に導入され

ています｡たとえば地下鉄なら路線図

による各電車の運行管理のほか,ホー

ムに設置されたITV(工業用テレビ)の

映像でラッシュ時の状況も把握できま

す｡これまで監視用にはグラフィック

パネルが使われ,一つの情報しか表示

できませんでした｡マルチスクリーン

はコンピュータ対応なので,ソフトを

変えれば,目的に応じた複数の映像を,

同時に見ることができます｡+

一視覚情報なら何でも扱えるのか｡
｢VTR,ハイビジョン,コンピュータ

映像など幅広い映像信号を映し出せま

す｡システムを組む場合も,パソコン

から超高精細グラフィックコンビュー

タまで,メーカーが異なる機種でも使

えます｡理論的には,周波数帯域幅が

ハイビジョン信号の3倍以上あるの

で,髪の毛1本どころか顔の僅かな雛

も写し出せるはず｡現時点ではそんな

高画質のソフトはまだありませんが,

ビジュアルプレゼンテーションのニー

ズの高まりによって,どんな世界が広

がるか楽しみです｡+

快適環境を演出するスクリーン

ーなぜマルチスクリーンなのか｡

｢大勢の人が同時に同じ情報を得ら

れることが一番です｡1台の巨大ディ

スプレイでも可能ですが,仮に200型デ

ィスプレイなら奥行きが8mも必要で

す｡50型16面スクリーンなら1.7mで

すみ,スペースが有効に使えます｡+

一マルチスクリーンの将来像は｡

｢最終的な目標はウォールスクリー

ンです｡壁面を映像化することで,人

にやさしい快適環境が実現できるはず

です｡マルチスクリーンの導入ははじ

まったばかり｡われわれ技術者のチャ

レンジもこれからです｡+



21世 をリードする大手町ニューメディアセンタ

大都市ビジネス地区光加入者
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ソフトウェア開発本部ネットワークシステム設計部松岡忠敬

部長(左)と,情榊桔軌口藤孝雄本部瓦

光ファイバ網は,情報通信ネットワ

ークのインフラストラクチャー(基盤

技術)である｡すでに布設を終えた中継

幹線につづく加入者綱光化への期待が

高まっている｡日本電信電話株式会社

が,いま東京･大手町地区で進めてい

る｢大手町ニューメディアセンタ+(千

代田パイロットプラント)計画は,こ

うした加入者の期待にこたえたもの

で,東京,大阪,名古屋などの大都市

における加入者綱光化の先駆的なモデ

ルとして注目されている｡

この計画には日立製作所も当初から

参画しており,交換･伝送系システム

およびオペレーション系システムの中

核システムを納入している｡情報通信

事業部公衆通信本部加藤孝雄本部長,

ソフトウェア開発本部ネットワークシ

ステム設計部於岡忠敬部長の話を紹介

してみよう｡

156Mb/sの提供も可能に

-なぜ大手町地区が選ばれたのか｡

｢内外の代表的な企業が集中してい

るわが国有数のビジネス地区で,情報

通信のトラフィック量も多く,それだ

け高速化へのニーズが高かったという

ことでしょう｡それとこの地域の再開

発計画が重なって大手町地区がモデル

となったのだと思います｡+

一本計画の骨子は｡

｢従来の千代田電話局を,新しく完成

したビルの中に設けた大手町ニューメ

ディアセンタ(新千代田設備センタ)に

移設し,エリア内にある約110のビルと

このセンターを4つのループの光ファ

イバケーブルで結ぶというものです｡

1993年2月末までに対象ビルのうちの

20ビルが光加入者綱に入ることになり

ます｡+

一提供される通信サービスは｡

｢この光加入者綱と各ビルに設けら

れる光アクセス装置(光加入者線遠隔

多重伝送装置)とによって,アナログ電

話回線,INSネット64,同1500,専用線

といった既存のサービスから156Mb/s

の高速専用線,広帯域-ISDNといった

将来のサービスまでが提供可能になり

ます｡+

一日立製作所が今回納入したのは｡

｢ハード面ではD70ディジタル交換

機と,加入者系振分装置およびオペレ

ーションシステム用コンピュータで

す｡この交換機としては予備機1台を

ふくめて10台の交換機を納入しまし

た｡この白台の交換機はマルチ構成で,

中継系,加入者系それぞれの振分装置
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の働きと相まって,将来需要にも十分

に対応することができます｡また予備

機の導入で,万一,交換機が故障した

場合も,ごく短時間で早期回復が可能

となりました｡+

顧客サービスも迅速化

-ソフトウェアの面では｡

｢一般的にいって電話局には,営業窓

口サービス,顧客データベース,開通

工事/試験システム,交換機などのコン

ピュータシステムがあり,それぞれ独

立に使われています｡大手町ニューメ

ディアセンタでは,これらの各種シス

テムをオンラインで接続して,加入者

からの要望に対するサービスの即応性

を高めた新統合オペレーションシステ

ムを開発しました｡+

一具体的な効果は｡

｢電話の開通業務などへの対応が格

段に早くなりました｡これはシステム

の統合とオペレーション業務の標準

化,自動化などによるものです｡当社

としても,コンピュータと通信を統合

したシステムとしては最大のもので,

21世紀モデルの実現に参加できた経験

は貴重なものでした｡+

PBX:構内交換機

MDF:主配線盤

L)(M:加入者系振分装置

TXM二中継系振弁装置

DSU:ディジタルサービスユニット

光ファイバケーブル

分光ループ網
〔とう道内又は地下管路内に収容〕
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論文名｢加入者網への光アクセスシステムの

導入+著者名(大森健介,高橋英行,麦谷 繁)

P.23図2を転載〕

日本電信電言封朱式会社の大手町ニューメディアセンタのう切口入着網｡大手町地区の約百棟のビルにルーフ当対こ光ケーブルを有言先

高度情報サービスを図る｡



小 ･高性 ,ベン入力コンピュータの開発

頂氏とペンによる作業をすべてこのコンピュータ上でできるようにしたい｡+と抱負を語る日立研究所システム第l部の福永泰主任研

究員(左)と,マイクロエレクトロニクス機器開発研究所第三酬p田知彦研究員｡

いかに,簡単に,手軽に,コンピュ

ータを操作するか｡今,コンピュータ

と人間を結ぶインタフェースでは,操

作性に優れたペン入力が注目されてい

る｡このペン入力コンピュータの開発

を日立製作所は約10年前から手がけ,

1992年9月に開催されたデータショウ

では,小型で高性能のペン入力コンピ

ュータの試作機を発表している｡

ペン入力コンピュータの開発に当初

から携わってきた日立研究所システム

第一部の福永泰主任研究員と,マイク

ロエレクトロニクス機器開発研究所の

柳田知彦研究員に聞いた｡

画面にべンで直接指示する簡単操作

一ペン入力コンピュータとは｡

｢コンピュータの入力装置にはキー

ボードやマウスがありますが,それら

の代わりに,ペンを使って入力するコ

ンピュータです｡ペンで直接画面にタ

ッチして指示を出したり,図形や文字

を書くことができるので,操作が簡単

なうえ,キーボードやマウスがない分

小型軽量化され,持ち歩くのにも便利

です｡+

一関発の経緯は｡

｢開発に着手して2年後の1984年,試

作機として入力一体化平面ディスプレ

イシステムを発表しました｡これをベ

ースに入力端末として製品化し,オフ

ィスシステムの情報入力装置として使

われました｡その後,液晶技術の向上

やコンピュータの小型化などもあっ

て,今回のペン入力コンピュータを開

発したのです｡+

オフィスのドキュメント処理を簡素化

-どんな使い方ができるのか｡

｢代表的な使い方の一つとして,営業

マンなどが出先で使う携帯用パソコン

があります｡もちろん一般のパソコン

との互換性がありますから,データを

電子メールで会社に送ることが可能

で,営業マンがデータの入力のために

帰社することが不要になります｡また,

出先でお客様に対してプレゼンテーシ

ョンするために使うこともできます｡+

一今後の用途として考えらるのは｡

｢たとえば,オフィスで頻繁に行われ

る日常業務のドキュメントの回覧,修

正作業の簡素化が図れ,その結果,ペ

ーパーレス化が進められます｡従来の

コンピュータでは,回覧や手直しとな

ると,紙に印刷して相手に送り,読ん

だ人が訂正を入れて再び手直しをする

といっためんどうな方法がとられがち

でした｡これは,手直しやチェックで

は,キーボード操作が煩雑になること

と,手書きならではの意志伝達,ニュ

アンスがコンピュータでは伝わらなか

ったからです｡

しかし,ペン入力コンピュータなら

紙の場合と同様に,削除したい部分に

は二重線をペンで引き,加えたいこと

があれば割り込み線を入れて書き込め

ば,それがそのままコンピュータヘの

指示になります｡また,大きな×印を

書いて送り返せば,こちらの意図が相

手に伝わる,というような使い方もで

きます｡当然,きれいに作図する前の

ラフスケッチ的な絵や図形を送信する

ことも可能です｡+

一将来の展望は｡

｢究極的には,2000年を目指して,現

在行われている紙とペンによる作業を

すべてコンピュータでできるようにし

たい｡そのために,ペンに向けた応用

ソフトの開発,認識技術の改良,ディ

スプレイの表示部分と表面のズレから

起こる視差などの問題を解決し,その

次には大画面でも丸めて運べるような

ディスプレイの開発といった夢を持っ

ています｡+

ペンコンピュータは,紙の上に文字を書く感覚で∴液晶画面上

でペンで直接入力していく｡



高効率,高運用性を実現した
最新鋭の石】火力発電
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火炎内脱硝によりNOxや未燃騰分をイ転成させる日立NRパーナ[人物はバブコック日立株式会社呉工場火力設計部の

程韓国男部長(左)と,日立製作所電力事業部火力技術本部第一技術部の佐藤昌男部長]

石炭は,地球上で最も埋蔵量の多い

エネルギーである｡今後とも石炭を抜

きにしたエネルギーの利用は考えられ

ない｡資源エネルギー庁がまとめた平

成4年度～13年度の電源開発計画によ

ると,今後10年間に新設される電源

(電力量)の63%が火力発電で,石炭火

力とLNG火力が,ほぼこれを等分して

いる｡

しかし,石炭の燃焼には,CO2や,

NOx(窒素酸化物),SOx(硫黄酸化物)

の排出が伴う｡環境との調和を保つた

めには,なお一段とその低減を図らな

ければならない｡また,原子力発電プ

ラントの増加とともに,ベースロード

用は原子力,中間負荷運用には火力と

いうパターンが走者しており,石炭火

力についても石油,天然ガスなみの高

い運用特性が求められている｡

そこで,中部電力株式会社碧南火力

発電所2号機(平成4年6月,営業運転

開始)の開発を担当した日立製作所電

力事業部火力技術本部第一技術部佐藤

昌男部長と,バブコック日立株式会社

呉工場火力設計部程塚国男部長に,最

新の石炭火力が,これらの課題にどの

ように応えているかを聞いてみた｡

負荷変動に対応する

変圧ボイラの採用

一碧南火力2号機の主な特徴は｡
｢大容量変圧ボイラと高効率石炭燃

焼技術の適用で,運用特性を高めて大

幅な電力需要の変動に対応できるよう

にしたこと,回転式分級機付きの大型

微粉炭機や日立NRバーナの採用で,

NOx,未燃焼分の大幅な低減を図って

いること,低圧タービンの最終段軍に

中部電力株式会社殿と共同開発したチ

タン合金製40インチ長巽を採用し,プ

ラントの熱効率を高めていること,な

どです｡+

一変庄ボイラというのは｡

｢負荷の変動に応じて蒸気タービン

に送る蒸気圧力が変わるボイラのこと

です｡従来の石炭火力では,常に一定圧

力の蒸気をタービンに送っていました

が,夜間の低負荷のときには圧力を下

げた方がタービンの運転効率がいいの

で,変圧ボイラの採用となったのです｡

石油･ガス火力では1,000MWまで変

圧ボイラが使われた例があります｡+

一日立NRバーナの特徴は｡

｢火炎を長く して低い燃焼温度で,

NOxの低減を図るという従来の考え方

を180度転換させて,高i且の安定した火

炎を作り,その中でNHラジカルなどの

還元物を発生させ,それでNOx,未燃焼

分を低減させているのが日立NRバー

ナです｡研究所部門と設計部門が一体

となっての成果で,わたしたちはこれ

を火炎内脱硝と呼んでいます｡先に受

賞した機寿戒学会賞に続いて,平成4年

度の環境庁長官賞も受賞しました｡+

チタン合金製の40インチ長翼

】

40インチ長男というのは｡

｢蒸気タービンの雫を大きくすると,

巽環帯面積が増加して排気損失が減少

するので,それプごけタービンの熱効率

が高くなります｡しかし,撃材の強度

に問題があり,毎分3,600回転の蒸気タ

ービンでは,これまで12クロム鋼によ

る33.5インチ巽が最長でした｡今回,

中部電力株式会社殿と共同開発した40

インチ長巽は,チタン合金を使うこと

でこの壁を破ったもので,従来に比べ,

相対値で約1.6%の大幅な効率向上を

実現しました｡毎分3,600匝】転の700

MW蒸気タービンに40インチ長翼を

採用したのは世界で初めてです｡+

【 今後の方向は｡

｢微粉炭燃焼の石炭火力は,今後も主

流となるもので,今回の700MWプラン

トに続いて1,000MWプラントの計画も

具体化しています｡なお一層の努力で,

社会の期待にこたえるつもりです｡+



高速化と環境の調和を目指す新形新幹 車両
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東北･上越新幹線の次世代新幹線開高遠試験電車｢STAR21+(東日本 滑らかなボディラインと鋭角的な先酬大力可寺徴的な山陽新幹線の次世代新幹線用高遠試験電車｢WIN350+(西日本

旅客鉄道株式会社)｡

新形新幹線は,航空機との競争を優

位に進める上でさらなる高速化が急務

となっている｡高速化に伴っては,低

騒音化をはじめ,周辺環境との調和が

必須の条件となる｡

日立製作所ではデザインと技術の融

和を図り,時速350kmの営業運転実現

に向けた高速試験電車,STAR21(東日

本旅客鉄道株式会社)とWIN350(西日

本旅客鉄道株式会社)をそれぞれ納入

した｡

高速時代に入った次世代新形新幹線

へ向けての開発の経緯を,笠戸工場車

両設計部岡崎正人主任技師,機械研究

所第七部槍垣博主任研究員,デザイン

研究所伊藤隆雄主任デザイナープロジ

ェクトリーダーに聞いた｡

デザインによる空気抵抗と

騒音低減の追究

一高速化に伴う沿線環境への影響に

対しどのような対策がとられたか｡

｢時速350kmという過去にない高速

旅客鉄道株式会社)｡

走行を行なう場合,とりわけ対策が必

要となるのが風切り音と地盤振動の増

加です｡そこでWIN350では,先頭形状

をデザインするにあたり,空気力学に

関する様々なデータを反映させ,滑らか

なボディラインと鋭角的な先頭スタイル

を実現することで騒音と空気抵抗の低減

を図りました｡また,トンネル走行時

の圧力波を抑え,空気抵抗を少なくする

ために,STAR21とWIN350の車体の

平滑化と小断面化を図りました｡+

一沿線振動の抑制には,どのような

技術が生かされているか｡

｢高速走行での地盤振動を抑えるに

は,車両の徹底した軽量化が必要です｡

これまで当社では車体構造のアルミ

化,台車構造のフレームの簡素化,モ

ーターの軽量化などにより,車両各装

置の軽量化に取り組んできました｡

STAR21,WIN350でも,その軽量化技

術が生かされています｡高速走行では,

トンネル内での対向列車とのすれ違い

左から,機械研究所第七部椙垣博主任研究員 デザイン研究所伊藤隆雄主任デザイナープHジェクトリー

ダー,笠戸工場車両設言･惜β岡崎正人主任技師｡

時に過大な圧力変動が発生するため,

軽量化を促進するにおいて,従来以上に

車体構造の変形に対する抵抗力が必要

となります｡その点,アルミ合金製溶接

構造とSTAR21で採用したアルミハニ

カム構造は,軽量かつ気密性と高剛性

という優れた特性を持っています｡+

性能に直結した

デザイン技術が持つ可能性

一高速列車におけるデザイン開発の

特徴と,その意味は｡

｢形そのものが性能に影響するとい

う点に大きな特徴があります｡同時に

新形新幹線は鉄道文化の集積であり,

シンボルとしての役割も担っていま

す｡そこでWIN350の先頭形状のデザ

インでは,高速化と低騒音化,安全性

の確保という条件を踏まえつつ,エク

ステリアデザインにおいて沿線の景観

とマッチするデザイン表現を研究し,

多くの人たちの新幹線に対する夢や憧

れを具現化することに力を注ぎまし

た｡さらにSTAR21の内装デザインで

は,限られた空間の中で,航空機とは

違ったくつろぎの演出を意識しまし

た｡超高速の世界に入った高速列車の

開発は,技術データだけが先行しても,

デザインだけが先行しても,その目的

は実現できません｡両者がガッチリ組

み,新しい形を生み出していくことが

大事であり,そうした意味で,これか

らの技術とデザインのあり方に新しい

可能性を探ったものと思います｡+



特定フロン規制に対応する

日立スクロール冷凍機｢スクロール22+

日立製作所清水工場は,わが国におけ

るスクロール圧縮機のパイオニアであ

る｡同工場がスクロール圧縮機を開発し

たのは1980(昭和55)年のことで,1983年

には,スクロール圧縮機を搭載した世

界初のパッケージ型エアコンディショ

ナーを市場に送り,日本機械学会貿,

日本冷凍協′会技術賞を受賞している｡

横型スクロール圧縮機を搭載した小

型冷i東棟｢スクロール22+も,こうした

技術的背景の中から生まれてきたもの｡

平成元年度の日本冷i東協会技術貴受貴

が示すように,1988年の発売以来,低騒音

で,しかも効率･信頼性･経済性の高い

冷i東機として,コンビニエンスストアか

ら大規模食品店舗に至る幅広い分野で,

食品の鮮度管理に活躍している｡そして

その評価は,地球環境の問題と関連して

特定フロン(フロン11,12,113,114,115)

の規制が強まるほど高くなってきてい

る｡なぜだろうか｡清水工場冷熱シス

テム設計部高木啓史部長,同設計部冷

i束機設計プロジェクト堀内紀昭主任技

師を訪ね,この点を中心に聞いた｡

フロン22で広い運転領域を実現

-いまなぜ｢スクロール22+なのか｡

｢最終ユーザーのところでは,今もレ

シプロ型冷凍機が数多く使われていま

す｡このレシプロ型冷i束機は,図のよ

うにその運転領域に応じてフロン12,

フロン22,フロン502といった冷媒を使

い分ける必要がありました｡フロン12は

もちろん規制の対象となる特定フロン

蒸発温度(℃)

-40 -30 -20 -10 0
l l 】 l l

従来型

フロン12

フロン22

フロン502

スクロール
22

フロン22 l

l

■-45～＋5℃の範囲をカバー

使用蒸発温度範囲 スクロール22は冷媒｢フロン2Z+で

-45～十50Cの運転毒頁城を実現した｡
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｢スクロール22+の開発を担当した清水工場冷熱システム言茹憎βの高木啓史部長(右)と,同機宏十プロジェクトの

堀内紀昭主任技師｡

ですし,フロン502も特定フロン115を含

んだ混合冷媒なので,当然規制されます｡

こうした土とから今後さらに規制が強

化されれば,これらの冷媒の追加充て

んが困難になってくるものと･予測され

ます｡そこで,指定フロンのフロン22

を使っている｢スクロール22+が改めて

脚光を浴びることになったのです｡+

-スクロール冷i東機だ-と,なぜフロ

ン22だけで-45℃から＋50cまでの

運車云領域に対応できるのか｡

｢スクロール圧縮機独特の構造で高

圧から低圧へのガス漏れが少なく効率

が高いことと,液インジェクション方

式の採用などで広い運転領域を実現さ

せたわけです｡+

一液インジェクション方式とは｡

｢フロン22を-45℃の低温域ギリギ

リまで運転すると,吐出ガス温度が

180℃近くまで上昇していろいろな障

害を生じます｡そこでスクロール中間

庄部に液冷媒を注入して,吐出ガスを

冷却する方法のことです｡+

日立は高圧チャンパー方式

-｢スクロール22+の構造上の一番大

きな特徴は｡

｢高圧チャンバー方式を採用してい

ることです｡日立特許の中間庄室方式

により,運転圧力条件に応じた力で固

定スクロールと旋回スクロールの密着

性を保持できるほか,給油方法,油上

がりなど低圧チャンバー方式にはない

多くの利点があります｡+

一フロン22の規制は｡

｢フロン22のオゾン破壊係数(ODP)は

フロン12の約去ですが,塩素を全く含
まないわけではなく,2020年全廃に

向けて規制されることになりましたの

で,将来に向けた新しい冷i東機を開発

していくつもりです｡+

ODP:OzoneDepletion里otential




